
　自然とのふれあいに対する需要の高まりに伴い、

自然公園等に対する多様化した要求に応えるため、

利用の快適性と自然環境の保護・保全を考慮した

施設の整備補修、維持管理を実施します。

（1）国立・国定公園

　４つの国立・国定公園（上信越高原・尾瀬・日

光・妙義荒船佐久高原）における県管理の登山道

や標識、避難小屋等の県有施設の管理・整備など

を実施し、貴重な自然環境の保全と適正な利用に

配慮しつつ、利用者の快適性向上に取り組んでい

ます。

（2）長距離自然歩道

　沿線の自然や歴史、文化に触れながら、手軽に

歩くことができる道として、群馬県内には首都圏

自然歩道と中部北陸自然歩道の２ルート、計41

コースが設定されています。

　地元市町村の協力を得ながら管理に努めるとと

もに、利用者からの声を反映した標識整備等に取

り組んでいます。

第１項　ふれあいの「場」の確保

１　　自然公園等の管理整備（国立・国定公園、長距離自然歩道）　【自然環境課】

  第３節　自然とのふれあいの拡大

〈主な指標と最新実績〉

県立公園利用者数 1,480千人

森林公園利用者数 431千人

自然体験活動等に係る事業への参加者数 3,353人

（県立青少年自然の家３施設合計）

ぐんま昆虫の森入園者数 123,997人

ぐんま天文台入館者数 30,310人

　赤城・榛名・妙義公園の県立公園は、地域の貴

重な観光資源となっていることから、その保全に

努めるとともに、更なる利用促進を図っていきます。

　また、地域住民が中心となって、公衆トイレの

清掃や遊歩道の下草刈りなどを行う地域密着型公

園管理を実施するほか、各種県有施設の管理・整

備に取り組んでいます。

２　　県立公園の管理整備　【自然環境課】

表2－2－3－2　 県立公園利用者数（推計値）　

（2018［平成30］年）（単位：千人）

赤城 榛名 妙義

542 838 100

表2－2－3－1　国立・国定公園利用者数（推計値）

　　　　　　　（2018［平成30］年）（単位：千人）

上信越高原 尾瀬 日光
妙義荒船
佐久高原

6,601 187 426 1,085
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　一般的に中山間地域＊１等は平坦地と比べ、農

業の生産条件が不利です。このため、中山間地域

等における農業生産活動等の維持を通じて、耕作

放棄地の発生防止、環境保全機能の確保等を図る

ため、2000（平成12）年度から「中山間地域等

直接支払制度」が開始されました。

　2019（令和元）年度は、対象25市町村のうち、

18市町村で193の協定（190集落協定、３個別

協定）が締結され、1,430haの農用地で本制度

に取り組みました。

４　　中山間地域農業の持続的発展（中山間地域等直接支払制度）　【農村整備課】

＊１ 中山間地域：平野周辺部から山間地域に至る地域の総称で、中間農業地域と山間農業地域を合わせた地域として一般的に使われることが多い
です。総農地面積の約4割を占め、農作物生産のみならず、資源管理・環境保全に極めて重要な役割を果たしていますが、地勢等の地理的条
件が悪く、農業等の生産条件の不利に加え、人口の流出・高齢化、耕作放棄地の増大等により地域社会の活力が低下しつつあります。

　県内には７つの県立森林公園があり、園内散策

や自然観察など、それぞれの森林公園が兼ね備え

た優れた自然環境を楽しむことができます。

　また、森林公園では自然観察会やトレッキング、

森林整備活動などが催され、森林の保全や自然と

の共生に対する意識の醸成にもつながっています。

　森林公園では園内整備はもとより、老朽化した

施設の改修や遊歩道の修繕などを通じて、引き続

き良好な自然環境の保全に努めるとともに、県民

の保健休養や学習の場とするため、各公園の特色

や魅力を生かした管理運営を行います。各公園の

2019（令和元）年度の利用者数は表2－2－3－

3のとおりです。

３　　県立森林公園の管理整備　【森林保全課】

表2－2－3－3　森林公園別の利用者数（2019［令和元］年度）

 （単位：千人）

伊香保 赤城ふれ
あい 桜山 みかぼ さくらの里 21世紀の森

73 142 77 6 83 50

　県立都市公園の施設は、建設後20年以上経過

している施設が多く、これから更新・維持管理費

用が増大することが見込まれています。そこで、

遊具・建物といった施設について、定期点検や修

繕・補修等を行い施設の長寿命化を図り、現存の

施設をより長く大切に使用していきます。それに

併せ、部分的な修繕では対応できない施設や利用

者・社会ニーズの変化により陳腐化した施設につ

いては、適宜更新を行います。

　なお、2012（平成24）年４月に４公園（敷島

公園、金山総合公園、群馬の森、観音山ファミリ

ーパーク）において、「群馬県公園施設長寿命化計

画」を策定しており、2018（平成30）年３月に

は多々良沼公園を加えて、計画の見直しをしました。

　また、高齢者や障害者等の方々に、より安全・

快適に公園を利用していただけるよう「群馬県移

動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に

関する基準を定める条例」を2013（平成25）年

４月１日に施行し、その基準に基づき改修・整備

を行っています。

５　　県立都市公園の適正な管理（長寿命化）　【都市計画課】
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図2－2－3－1　県立都市公園利用者数の推移 （単位：千人）
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　ぐんま昆虫の森は、里山の豊かな自然の中で、

昆虫や様々な生き物とのふれあいを通して、生命

あるものに共感する心を育み、自然と人間の関わ

りについての理解を深めるため、桐生市新里町不

二山地域の面積約45haの敷地内に、雑木林や棚

田、小川、畑などの様々な環境を含む里山を再現

し、2005（平成17）年８月に開園しました。

　この施設では、緑あふれる里山の自然の中で、

子どもから大人、お年寄りまで幅広い世代が、昆

虫をはじめとする様々な動植物とふれあい、生命、

自然、環境について学習することができます。ま

た、昆虫観察館では、様々な昆虫に関する写真や

標本、生きている昆虫や小動物の展示に加え、生

きた昆虫や身近な生き物を実際に手にとって観察

できる「ふれあいコーナー」や自然素材を使った

「クラフト体験」などを行っています。

（1）里山の保全

　人間が生活のために手を加え、管理してきた

「里山」という環境は、昆虫たち生き物にとって

も暮らしやすい場所です。その環境を保全するた

め、下草刈りや園路整備を行い、日本人の原風景

ともいえる「里山」を、かやぶき民家を中心に再

現しており、自然と共生してきた暮らし方などを

体験することができます。

（2）学校利用の促進

　理科や自然・環境についての学習を行う小学校

等を支援するため、教員向け利用説明会や個別の

下見などに対応するほか、「学校団体利用の手引き」

を配布しています。また、学校利用に際して、野

外に観察ポイントを設置するなど、学習ニーズに

合わせたきめ細かなプログラムの相談に応じてい

ます。その結果、2019（令和元）年度は、24,311

人の団体利用がありました。

　私たちの身近にある川は、治水や利水の目的だ

けでなく、潤いをもたらす水辺空間や多様な生物

を育む環境の場でもあります。

　このため、川づくりに当たっては、「多自然川づ

くり」を進め、河川が本来有している生物の生息・

生育環境の保全・再生に配慮するとともに、地域

の暮らしや文化とも調和した川づくりを行います。

　河川改修工事においては、設計時から地域住民

の意見を取入れるなどして、憩いの場を整備する

など、地元に親しまれる川づくりに取り組んでい

ます。

６　　親水性に配慮した河川改修（多自然川づくり）　【河川課】

７　　ぐんま昆虫の森の運営　【（教）生涯学習課】

一級河川男井戸川調節池　伊勢崎市

図2－2－3－2　ぐんま昆虫の森入園者数推移

（2015［平成27］年度～2019［令和元］年度） （単位：人）

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

うち団体利用

入園者数

H27 H28 H30 Ｒ元H29

里山生活体験（田植）

53

第２部　ぐんまの環境　第２章　生物多様性の保全・自然との共生



（3）県民参加型事業

　ぐんま昆虫の森では、多くの県民が整備や管理

運営に参画できる県民参加型事業として、様々な

取組を行っています。

　自然観察の解説や昆虫飼育及びクラフト体験指

導、田植えや稲刈りなどをボランティアの協力に

より実施しています。

　2019（令和元）年度は、民話、もちつき体験

などを地元有志に依頼しました。また、園内の一

部について株式会社ミツバ（桐生市）と協定を締

結し、下草刈りなどの森林整備活動を実施しまし

た。さらに、地元商工会主催のイベントなどを開

催しました。

　なお、ボランティアの参加者数の推移は、表2

－2－3－4のとおりです。

（4）標本の収集

　ぐんま昆虫の森では、「記録することは、環境の

多様性を保全することの第一歩」であることから、

昆虫標本の収集を行っています。標本は収蔵庫に

保管されており、2020（令和２）年３月現在、

約10万点を収蔵しています。この中にはぐんま

昆虫の森周辺で採集された標本をはじめ、県内の

市町村が実施した環境調査等で収集された標本、

職員が良好な自然環境を有する地域学術調査、尾

瀬地域学術調査などで採集した標本も含まれてい

ます。これらの標本は展示や教育普及における利

用のほか、「群馬県の絶滅のおそれのある野生生物

（群馬県レッドデータブック）」の作成における証

拠標本として、また各種レファレンスにおける参

照標本などにも利用されています。

表2－2－3－4　 ボランティア参加者数の推移（単位：人）

年度 H27 H28 H29 H30 R元

参加者数 2,968 3,093 2,924 2,808 2,513

　ぐんま天文台は、天文学への理解を通して教育

や文化の発展に寄与するため、高山村中山地区の

子持山西側張り出し尾根に建設され、1999（平

成11）年４月に開館しました。建設に伴い、県

では美しい星空を守り将来を担う子どもたちに伝

えるために、「ぐんま星空憲章」を制定しました。

また、高山村では1998（平成10）年３月「村民

の夜間の安全性や社会的活動に必要な照明を確保

しつつ人工光の増加を抑制し、美しい星空と光環

境を維持すること」を目的とした「光環境条例」

を制定し、観測しやすい星空の維持に村ぐるみで

協力いただいています。天文台でも駐車場を施設

から600m離れた場所に設置するなど周辺の自然

環境・光環境に配慮しながら、管理運営を行って

います。恵まれた光環境の中、多くの県民が「大

型望遠鏡による観望会」、「流星群観察会」などの

本物を体験できるイベントを通して自然と親しむ

ことができます。また、県内学校の天文分野の授

業に対して、天体観察など本物とふれあう体験を

重視した支援を継続しており、好評を得ています。

ぐんま天文台は直接体験の中から宇宙の不思議さ

に触れ、天文現象に興味を持ち、科学的に考える

機会が持てる施設です。ぐんま天文台入館者数の

推移は表2－2－3－5のとおりです。2019（令

和元）年度は天候に恵まれない日が多くありまし

たが、３万人を超える方々に御来館いただきまし

た。なお、新型コロナウイルス感染症の蔓延を防

止するため、2020（令和２）年３月２日から年

度をまたぐ臨時休館の状態が継続しました。

（1）ボランティアによる星空案内

　天文台では、より多くの来館者が星空に興味を

持てるよう支援するため、天文台ボランティアを

募り、その協力を得るとともに活動を支援してい

８　　ぐんま天文台の運営　【（教）生涯学習課】

表2－2－3－5　ぐんま天文台入館者数の推移  （単位：人）

年度 H27 H28 H29 H30 R元

入館者数 29,513 29,018 28,210 39,786 30,310

学校利用（野外解説）
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＊２ ４Ｄ２Ｕ：Four-Dimensional Digital Universe（４次元デジタル宇宙）。空間３次元と時間１次元を合わせた（４次元）宇宙を、デジタル
データで可視化したもの。

ます。2019（令和元）年度は、総勢51名のボラ

ンティアが年間12回の自主企画イベントを企

画・運営しました。当日の天候に恵まれず、中止

となったイベントも多くありましたが、合計

1,066名に参加していただきました。好評の「星

空さんぽ」では、身近な自然への興味・関心を一

層深めたり広げたりすることの第一歩として、自

分の目で直接星空を眺めています。また、「スマホ

やデジカメで月を撮ろう」、「双眼鏡で天体を探そ

う」など、天文についてさらに詳しく調べたり学

んだりするためのイベントも充実しています。ボ

ランティア活動は、活動する人自身の自己実現の

場です。ボランティア活動をすることで、生涯に

わたって学ぶ意欲を高め、継続しようとする意欲

が育まれ、やがて主体的な学習活動へと発展して

いきます。ボランティア自主企画の参加者数の推

移は表2－2－3－6のとおりです。

（2）昼間の天体

　夜に光って見える星は、昼間には消えてなくな

るわけではなく、太陽の明るさに負けて見えにく

くなっているだけです。そのことへの気づきの場

として、土日祝日の午前に「昼間の星の観察会」

を開催しており、惑星や１等星などの明るい星を

望遠鏡で観察しています。また、昼間の星の代表

格である太陽については、常設している太陽望遠

鏡でリアルタイムの姿や黒点などを確認できます。

夜の天体観望だけでなく、昼間の来館者にも天体

に興味を抱いていただけるような工夫を行ってい

ます。

（3）映像ホールでの星空や宇宙の案内

　本物の天体を間近に感じることで、自然に触れ

る感動は生まれます。しかし、自然を相手に常に

一定の条件下で天体を観ることはできません。そ

こで、天文台では天候不良の場合には、映像によ

る星空や宇宙の案内を行って、疑似体験を提供し、

来館者が次の機会を楽しみにできるよう工夫して

います。土日祝日の午後に投影する国立天文台提

供の４Ｄ２Ｕ＊２プロジェクトの成果物を「３Ｄ

シアター」と命名して、太陽系はもちろん、宇宙

の果てまでを立体映像で案内しています。このな

かで、大気や水、温度などについて、ほかの惑星

と地球とを比較しながら私たちを取り巻く自然の

すばらしさを改めて実感する機会としています。

また、案内映像を通して、星空が身近に感じられ

るよう心がけています。このようにぐんま天文台

では、関わる人全てに対して自然にふれあう機会

を提供しています。

望遠鏡の使い方の学習

屋外での星空案内

表2－2－3－6　ボランティア自主企画参加者数の推移  （単位：人）

年度 H27 H28 H29 H30 R元

参加者数 1,604 1,743 2,265 2,165 1,066
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　自然史博物館は、豊富な展示物と映像、多くの

ジオラマ、タッチ式の情報端末等を用いて地球の

生い立ちや生命の進化の歴史、群馬県の豊かな自

然と現状を紹介しています。また、子どもから大

人まで、楽しみながら自然について学べる国内で

も有数の規模を誇る参加体験型博物館です。さら

に、県内の自然や古環境を学術調査し、その成果

を研究論文やWeb、講座等により公開しています。

加えて、県民やマスコミ等からの問い合わせにお

答えする機関でもあります。2019（令和元）年

度の入館者数は267,859名でした。

（1）常設展

　「地球の時代」、「群馬の自然と環境」、「ダーウィ

ンの部屋」、「自然界におけるヒト」、「かけがえのな

い地球」の５つのコーナーで計3,501点の標本を

展示しています。特に、「群馬の自然と環境」では、

群馬の自然を標高別に４つの地域に分け、代表的

な生態系を、多くの動植物や、地質・岩石等の標

本とともにジオラマで紹介しています。また、「群

馬県レッドデータブック」をもとにした絶滅種・

絶滅危惧種のラベルや、特定外来生物等のラベル

を色分けして表示し、群馬の生物多様性の現状を

わかりやすく説明しています。さらに、高層湿原

の貴重な自然が残されている尾瀬については、ジ

オラマや写真だけでなく、尾瀬シアターで映像を

駆使して紹介しています。「かけがえのない地球」

では、自然環境を見つめ、守り、子孫に伝えるこ

との大切さが学べるよう環境学習に特化した展示

を行っています。

（2）企画展の実施

　2019（令和元）年度は、「同居いきもの図鑑」、

「海の森～海藻たちのワンダーランド～」の２つ

の企画展を開催しました。

　「同居いきもの図鑑」では、私たちが暮らす環

境の中で、ひっそりと気づかれずに、あるいは我々

と信頼関係を構築し、同居して暮らしている生物

を紹介しました。展示室内に人家を再現し、親し

みやすくするとともに、日常生活では小さくてわ

かりにくいいきものを拡大した模型を展示して、

わかりやすいものとしました。

　「海の森～海藻たちのワンダーランド～」では、

海のない群馬県民に、「海」と「山」は「川」を介

してつながっていることや、地域の自然を保全し

ていくことが、海洋環境を守ることにもつながる

ことを紹介しました。子どもたちに親しみやすい

海藻キャラクターを用い、来館者が見るだけでな

く、様々な方法で体感できるような展示構成とし

ました。

（3）情報システム

　自然に関する情報発信センターとして、博物館

に蓄積されている豊富な情報を館内の情報コーナ

ーやWebを通じて提供しています。また、世界

の博物館と情報を共有するネットワークに参加し、

収蔵資料の情報をほかの博物館や研究者に提供し

常設展示室「地球の時代」

企画展「同居いきもの図鑑」

企画展　「海の森～海藻たちのワンダーランド～」

９　　自然史博物館の運営　【文化振興課】
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ています。

（4）調査研究

　群馬の貴重な自然を調査し県民に紹介するため、

職員の専門分野を活かした調査・研究を実施して

います。これまでの学術調査では、主に自然史博

物館が位置する西毛地域を中心として行ってきま

したが、2017（平成29）年度からは、学術調査

地域をみなかみ町及び周辺地域に設定し、５年間

をかけて学術調査を実施します。この調査では、

みなかみ町及び周辺地域の動植物、古生物及び岩

石・鉱物の分布を明らかにし、当館収蔵標本と所

有データの充実化を図ることで、調査結果を県内

外の来館者に効果的かつ正しく伝えることを目的

とします。対象地域は非常に面積が大きく、調査

ルートや標本の採集を希望する場所が国立公園、

県自然環境保全地域、国有林などに該当する場合

が多いために、分野による活動内容のばらつきは

あるものの、本調査の３年目の本年度は、昨年度

の調査結果を踏まえ各分野で調査を進めました。

　また、博物館全体では、担当分野別調査研究、

大学や専門機関等との連携による調査研究等、県

内を中心に多方面で調査研究を進めています。調

査研究の公開としては、「群馬県立自然史博物館研

究報告24号」の発行、職員による学術論文18編

の発表があります。

（5）教育普及事業

　群馬県内における自然についての理解を深める

ため、県内各地の自然を観察する「ファミリー自

然観察会」や、地域の自然や科学をテーマとした

「講演会」、県内各地域で博物館資料を展示する

「移動博物館」等、多くの事業を実施することで、

県民の方々に自然に親しむ機会を提供しています。

また、生涯学習の視点から、幼児を対象とした「幼

児のための展示解説」や小中学生を対象とした

「ミュージアムスクール」、高校生を対象とした

「高校生学芸員」、高齢者を対象とした「地域回想

法プログラム」等、プログラムのメニューも充実

させています。

　学校等団体に対しては、展示解説員による随時

解説やスポット解説、教職員とともに園児・児

童・生徒を支援する館内授業や出前授業等を実施

しています。2019（令和元）年度は、教育普及

事業及び学校等への支援の総計で、延べ63,206

名の参加者を得ています。
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　緑豊かな農村地域にゆっくり滞在して「自然、

文化、生活、人々との交流」を楽しむグリーン・

ツーリズムを推進し、都市住民等が農村生活体験

を通じて自然とふれあい、同時に農村地域の活性

化にもつながるような機会づくりに取り組んでい

ます。

　2019（令和元）年度は４回のグリーン・ツー

リズムキャラバンを実施し、都市と農村の交流機

会を提供するとともに、地域連携システムの整備

や人材育成講座の開催により、農村地域の受入れ

体制整備を支援しました。

第２項　ふれあいの「機会」の提供

１　　グリーン・ツーリズムの推進　【農村整備課】



58

　尾瀬は、高山と渓流に囲まれ多くの生物種から
なる湿原生態系であり「自然の宝庫」と称されて
います。この自然宝庫を将来にわたり保全するため、
木道や公衆トイレの整備をはじめ様々な自然保全
の取組が行われています。
　しかし近年では、従来尾瀬に生息していなかっ
たニホンジカが尾瀬に侵入し、湿原植物の摂食や
掘り起こし、ヌタ場形成により、湿原生態系が大
きく破壊されるようになりました。それに加え地
球温暖化に起因する洪水の頻発化等の気候変動に
より、冷温環境下で生育する湿原植物が大きな影
響を受けているのではないかと懸念されています。
　県では、尾瀬生態系の解明を目的として2017（平
成29）年度から2019（令和元）年度までの３か
年計画で実施された「第４次尾瀬総合学術調査」
を支援してきました。
　ここでは、第４次尾瀬総合学術調査の概要を紹
介します。

■総合学術調査とは
　尾瀬における総合学術調査は、1950（昭和25）
年に第１次調査が始まり、その後も約20年毎に地
形、植物、動物など幅広い分野から尾瀬の生態系
を解明する総合的な学術調査が行われています。

■第４次尾瀬総合学術調査の概要
　本調査では、第１次調査以後実施されていない
尾瀬の生物の現在の自然状態を把握するための基
礎研究、及び気候変動が尾瀬の生態系に与える影
響を明らかにするための重点研究の二つの部会の
実施により、尾瀬生態系の現状を把握分析し今後
の保全に資することを目的とします。
　両部会の調査内容は以下のとおりです。

□基礎研究部会
　尾瀬ヶ原の自然情報の整理と現状把握のための
調査を行う。

①植物相、動物相のインベントリー調査
　　尾瀬の自然の変動（生物相の目録を作成す
るインベントリー）調査を行い、60年間の生
物相の変化を把握し、そこから将来変動予測
にもつなげる。

②尾瀬ヶ原湿原と周辺山地の植生分布状態と環
境の調査

　　植生の単位と広がりを把握するために植生
調査と植生図作成を行う。衛星データを用い
た大縮尺と空撮データを用いた中縮尺での植
生解析を行うとともに、環境要因と植生の関係、
生物･環境変動についてマクロスケールの解析
を行う。

③ニホンジカ侵入による尾瀬ヶ原の攪乱・劣化
とその回復追跡の調査

　　既存の調査データを最大限に活用しながら、
尾瀬ヶ原におけるニホンジカ侵入増による生
物相への影響とその回復について調査・分析
する。
④長期広域モニタリングシステムの構築
　　尾瀬生態系の持続的保全には、広域モニタ
リングによる湿原生態系の時空間的把握が不
可欠であることから、湿原に踏み込まない非
破壊的手法の開発・検討を行う。
⑤社会科学的に見た尾瀬の自然の価値の調査
　　尾瀬を対象とした環境社会学分野等からの
社会・人間活動と自然環境の共生、自然資本
の持続性についての調査研究を行う。
⑥普及事業
　　学術調査結果等について、学術貢献並びに
社会への還元を進める。

□重点研究部会
　気候変動が尾瀬の生態系に与える影響解明のた
めの調査を行う。

①湿原地形と陸水環境の変遷の調査
　　湿原の地形や水文、池溏の生態系を調べ、
洪水による湿原・池溏への影響を検討する。
池溏のデータベースを作成し水生植物の変遷
や池溏の発達過程を把握する
②泥炭地のミネラル栄養性の調査
　　泥炭の栄養状態と植生の関係や河川から運
ばれた土粒子のミネラル栄養源としての役割
などを調べる。
③温暖化影響下の湿原生態系変遷の調査
　　気候水文と湿原生態系の調査を行い、長期
の変遷を把握し、温暖化が尾瀬に及ぼす影響
を総合的に評価する。

■今後について
　本白書発行日現在、調査結果報告書の作成が進
められています。完成後、主要成果は群馬県ホー
ムページ等でも公表する予定です。ご興味のある
方はぜひご覧ください。

第４次尾瀬総合学術調査についてコラム

池塘での調査の様子



　自然保護に対する関心が高まるなか、正しい鳥

獣保護思想の普及を図るため、次の事業等を実施

しました。

（1）愛鳥モデル校の育成指導等

　野鳥に関する知識を深め、愛鳥思想を育む目的

のもと、愛鳥モデル校に指定した４学校の巡回指

導等を行いました。

　また、愛鳥週間ポスターの原画募集に117の

小・中・高・特別支援学校から2,295点もの作品

の応募がありました。

（2）傷病鳥獣の救護

　けがや病気により保護された野生鳥獣（傷病鳥

獣）を傷病鳥獣救護施設（林業試験場内・野鳥病

院）及び桐生が岡動物園（桐生市に委託）に収容

し（表2－2－3－7）、野生復帰を行いました。

第３項　ふれあいを深めるための「人材」の育成

１　　自然保護思想の普及啓発　【自然環境課】

表2－2－3－7　傷病鳥獣救護数の推移 （単位：件）

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

野鳥病院 351 338 322 332 266 286 303 312 307 311 246 268 337 295 297 282
桐生が岡
動物園

（9）（5）（2）（5）（2）（7）（2）（12）（8）（11）（2）（3）（7）（7）（3）（2）
104 45 77 59 32 46 44 53 101 59 105 96 47 48 47 25

※括弧内は獣類で外数です。

年度 H27 H28 H29 H30 R元
北毛 22,838 23,398 20,083 14,479 14,055
妙義 15,038 13,137 13,035 12,190 10,730
東毛 29,242 29,863 28,310 29,099 26,955
計 67,118 66,398 61,428 55,768 51,740

　北毛青少年自然の家は、1968（昭和43）年４

月、県下４番目の青年の家として設置され、青年

の家と少年自然の家の機能を併せ持つ青少年健全

育成施設として「北毛青年の家」の名称で運営さ

れてきました。

　施設は、子持山・小野子山の鞍部に位置し、約

15haの広大な敷地と300名を収容する教育キャ

ンプ場・体育館・総合グラウンド・野外施設等を

有しています。豊かな緑に恵まれた自然環境の中

で、野外活動や登山、ウォークラリー、各種スポ

ーツなどの体験に最適の場です。また、近くには

ぐんま天文台もあります。

　妙義青少年自然の家は、1971（昭和46）年８

月に「妙義少年自然の家」の名称で設置されまし

た。全国でも最も早く建てられた「少年自然の家」

の一つです。

　施設は、妙義山の自然林の中に位置し、豊かな

自然に囲まれ、四季を通して野鳥をはじめ多くの

動植物の姿が見られます。近くには、日本三奇勝

の一つに数えられる石門群のほか、妙義神社、さ

くらの里、富岡市立妙義ふるさと美術館や自然史

博物館などがあります。

　東毛青少年自然の家は、1979（昭和54）年秋

に「東毛少年自然の家」の名称で開所しました。

大間々扇状地の中に連なる八王子丘陵のほぼ中央

に位置し、アカマツ、コナラ、クヌギ林に囲まれ

た中にあります。

　八王子丘陵は、古生層をはじめ、金山流紋岩、

藪塚凝灰岩などから構成されており、動植物の種

類も多く自然観察に適しています。近くには、茶

臼山ハイキングコース、スネークセンター、石切

り場、北山・西山古墳、岩宿遺跡などの学習環境

にも恵まれ、多くの団体が利用しています。

　これらの青少年教育施設は、主に学校等の林間

学校等で利用され、自然体験や集団宿泊体験等を

通して青少年の健全育成に寄与している施設です。

また、施設が主催する自然体験等事業を通して、

子どもたちの社会性や生きる力の育成に努めてい

ます。

（1）青少年自然体験推進

　各施設とも前述の資源を活かした自然体験事業

を展開しています。例えば、野外炊事、テント泊

等の体験活動や登山、星座観察等の自然体験活動

２　　青少年自然体験等事業　【（教）生涯学習課】

表2－2－3－8　青少年自然の家利用者数推移
（2015［平成27］年度～2019［令和元］年度）（単位：人）
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が挙げられます。

　これらの活動を通して、子どもたちの感受性や

自主性、社会性を育てています。また、親子で取

り組む自然体験事業では、協働作業・共通体験に

より親子の絆を深めたり、自然体験不足といわれ

ている保護者世代への自然体験活動の普及・啓発

を図っています。

　また、夏季休業中には県内の小学生等を対象に、

３泊４日程度の長期キャンプを開催しています。

これは、子どもたちの社会性や生きる力を育むた

め、異年齢集団を編成し、テント泊や野外炊事等

の生活プログラム、冒険プログラム等を提供する

ものです。

　なお、青少年自然体験推進に係る参加者数の推

移は表2－2－3－9のとおりです。

（2）ボランティア事業

　ボランティア事業は、「青少年ボランティア体験」

と「青少年ボランティア養成」に分けられます。

　「青少年ボランティア体験」は青少年を対象に、

自然の家でボランティア活動に取り組むものです。

施設設備や自然環境の整備や手入れ、施設利用者

への指導補助、主催事業における指導や補助を通

して青少年の社会性を涵
かん

養しています。

　「青少年ボランティア養成」では、自然体験活

動を通して、地域社会の一員として、温かで住み

よい地域づくりや地域を支える人づくりに貢献す

る青少年を育成しています。

　なお、ボランティア事業に係る参加者数の推移

は表2－2－3－10のとおりです。

（3）青少年自立支援事業

　青少年自立支援事業では、様々な要因により社

会とうまく関われない青少年に、自然体験や生活

体験等様々な体験活動の場を提供し、忍耐力や協

調性、社会性を育むとともに心の居場所づくりを

行っています。また、保護者への支援も併せて行

っています。

　なお、青少年自立支援事業に係る参加者数の推

移は表2－2－3－11のとおりです。

2019（令和元）年度　主な主催事業
北毛青少年自然の家
・親と子の星空の夕べ
・北毛ふれあい塾
（餅つき、サンドブラスト等）
妙義青少年自然の家  
・妙義登山
・冬期ホリデー（門松つくり等）
東毛青少年自然の家 
・焼まんじゅうづくり
・石がま焼きピザづくり
３所
・親子キャンプ
・宿泊自然体験活動（長期キャンプ）
・利用学校等説明会
・自然の家オープンデー

年度 H27 H28 H29 H30 R元
参加者数（人） 2,479 2,109 2,754 3,020 2,970

表2－2－3－9　青少年自然体験推進に係る参加者数の推移 

年度 H27 H28 H29 H30 R元
参加者数（人） 588 555 514 454 383

年度 H27 H28 H29 H30 R元

参加者数（人） 616 589 721 680 699

表2－2－3－10　 ボランティア事業に係る参加者数の推移

表2－2－3－11　青少年自立支援事業に係る参加者数の推移

長期キャンプ

60



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


